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1 は じ め に

宮城県ではリンゴの早生品種として `つがる'が主に栽

培されているが,収穫期が高温になるために着色不良にな

ることが多い。 ・さんさ' は `つがる' と同時期に収穫さ
れる早生品種としては,着色,日 持ち性に優れており,各

地で栽培が始まっている。

さんさ'は樹勢が弱く,`つがる'等に高接ぎすると

小玉化や収量の低下が見られ,樹勢を維持できるわい性台

木が望まれている。そこで,CG系及びM26EMLAを 台
木として側用した場合の樹体生育や収量性について検討した。

2試 験 方 法

0)供試台木
1987年 4月 にCG 24/マ ルバカイドウ,CG 57,M26
EMLA/マ ルカバカイドウに `さ んさ' を接木 した。各
台木の長さは30∞とし,地上部に10mを 出した。CG 24,

M26EMLAは長さ10cIのマルバカイドウを根系台木とし
た。CG 57は 自根とした。栽植距離は列間 41n,樹 間25

mと し,10a当 たり100本植えとした。各台木とも3～ 4

本供試した。

12)調査方法

1990年から各台木の幹周,樹高,1樹当たりの収量, 1

果重を年次ごとに計測した。幹周は接本部から15cIの穂品

種部分とした。 1果重は 1樹当たりの収量を収穫果全数で

除して求めた。

Westwoodの が提1昌 した収穫効率を求めるために,主幹

横断面を円と見なして幹周から主幹横断面積を算出した。

1995年に 1樹当たり収量を主幹横断面積で除して,主幹横

断面積 1耐当たりの収量を求め,収量効率 1と した。

藤根ら
1)の手法を用いて樹冠の形を半楕円と見なして以

下の式で樹冠容積を求めた。

樹冠容積(ご)=円周率×(樹高-50m)× (樹幅/2)2X
2/3
この樹冠容積で1995年の 1樹当たりの収量を除して,収

量効率 2と した。

1995年の落葉後に 1樹ごとに平均的な側枝 4本を選び ,

そこから発生したすべての新梢の長さを計測した。測定後 ,

lm以下,1～ 5ぃ ,5～ 10m,10～ 20m,20～ 40釦 ,40
～100∞ ,llXlcol以上の 7段階に分けて,各段階の分布割合

を算出した。

果実品質は,1果重,着色面積,硬度,糖度,酸度につ

いて1990年から1995年まで毎年測定し,平均値で表した。

着色面積は `さ んさ'固有の着色になった部分の果実全体

に占める割合で示した。硬度は11/16イ ンチの
マグネステー

ラー型硬度計で測定 した。糖度は屈折示度計で測定 し,

Brixで表した。酸度は,搾汁した果汁を1/10Nの水酸

化ナトリウムで滴定し, リンゴ酸換算で表した。

3 試験結果及び考察

各台木に接木した `さ んさ'の樹高は,樹齢が 4年生に

なった1990年 には350m前 後になった。その後の生育は

CG 24/マルバカイドウ台樹,M26EMLA/マ ルバカイ
ドウ台樹の樹高が CG 57台 樹よりも高い傾向で,樹齢 9

年生の成木時にはCG 24/マ ルバカイドウ台樹の樹高は

500m,最 も樹高の低い CG 57台樹で430coに なった (図

1)。

1990  1''1  1'92  '990  19'4  `995

図 1 台木の種類が `さ んさ'の樹高に及ぼす影響

各台木に接木した
.さ んさ'の幹周は,樹齢が 4年生に

なった1990年にはほとんど差がなかつたが,その後の生育

はCG 24/マ ルバカイドウ台樹が旺盛で,樹齢 9年生時

の1995年には29 2cmに なった。 CG 57台樹とM26EMLA
/マルバカイドウ台樹の幹周の肥大傾向はほとんど同じで

9年生時には,CG 57が 250m,M26EMLA/マ ルバカ

イドウ台は24 6cllに なった (図 2)。
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図2 台木の種類が `さ んさ' の幹周に及ぼす影響

各台木の 1樹当たりの収量は,CG 57台樹,M26EMLA
/マルバカイドウ台樹が順調に収量が増加したのに対し,

CG 24/マ ルバカイドウ台樹は樹齢 4年～ 6年の初期収量

が低く,1994年,1995年には収量が大きく変動 し,隔年結

果性が認められた。CG 57台樹は他の 2種の合木に比
べて

収量性は安定していた (図 3)。
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図3 台木の種類が `さ んさ' の収量に及ぼす影響

各台木とも10a当たりの換算収量は成木時で2000～ 2500
kgで ,樹齢 9年生までの累積収量は最 も多い CG 57台 樹
で89 6kg,次 いで M26EMLA/マ ルバカイドゥ台樹の
82 6kg,CG 24/マ ルバカイドゥが最も少なく69 8Pgとなっ
た。

収量効率 1(主幹横断面積 1配当たりの収量)は ,M
26EMLA/マルバカイドウ台樹が04317gと 最も大きく,
次いで CC 57台樹の0 38kgで ,CG 24/マルバカイドウ台
樹は,M26EMLA/マ ルバカイドゥ台樹の半分程度の020
kgであった。収量効率 2(樹冠容積当たりの収量)も収量
効率 1と はぼ同様の傾向で,M26EMLA/マ ルバカイド
ウ台樹とCG 57台樹にはほとんど差が無 く,CG 24/マ
ルバカイドゥ台樹はM26EMLA/マ ルバカイドウ台樹の
半分程度の0 49kgであり,生産性は他の台木よりも劣った
(表 1)。

表 1 台木の種類が `さ んさ'の収量効率に及ぼす影
響 (1995年 )
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図4 台木の種類が `さ んさ'の 1果重に及ぼす影響

表3 台木の種類が `さ んさ'の果実品質に及ぼす影
響

CC 57 214     73     135    129    040

台 木

注 収量効率 1=収量 (kg)/主幹横断面積 (面 )
収量効率 2-収量 (kg)/樹冠面積 (ピ )

各台木の新梢の分布割合をみると,CG 24/マルバカイ
ドウ台樹は,長さが40clo以上の新梢が全体の259%を占め,
CG 57台樹の166%,M26EMLA/マ ルバカイドウ台樹
の109%を大きく上回り,徒長枝の発生が多かった。逆に
短果枝,中果枝に当たる枝の分布は CG 24/マ ルバカイ
ドウ台樹が他の台木よりも少ない傾向であった(表 2)。

表2 台木別の新梢長の発生分布割合 (%)

新梢長(m) o～ 1 2～ 5 6～ 10 H～ 20 21MO J～ 10 101～
CG 2/マルバ

M %E/マル′ヾ  217    72    140   130   038
注 1990年～1995年の平均値

年次間の平均で果実品質を比較すると,各台木間に大き
な差はなく,葉摘などの着色管理を行わなくてもおおむね
70%以上の着色面積が得られ,収穫時の硬度が135ポ ンド,
糖度が13%前後,酸度が04%前後の果実が得られた。
これらのことから,CG 24/マルバカイドウ台樹はCG
57台樹やM26EMLA/マ ルバカイドゥ台樹よりも樹勢が
強く,徒長枝の発生が多く,幹周,樹冠容積が大きくなる
ことが明らかになった。この強樹勢のため,全般に花数 ,
着果量が少なく,収量も低く,隔年結果性も認められた。
樹勢が強いために主幹横断面積も大きくなり,主幹横断面
積当たりの収量 (収量効率 1)や樹冠容積当たりの収量
(収量効率 2)はいずれも他の台木よりも低 く,生産性が
劣る結果になったと思われる。

通常,CG 24を 自根で栽培すれば cG 57よ りもやや小
さい樹冠になるといわれているが,本報告では CC 24か
ら発根が難しくマルバカイドゥを根系台木として使用して

の試験になった。このため,CG 24/マルバカイドウは,
元々樹勢の弱い ・さんさ'に使用しても樹勢が強すぎ,生
産は不安定になった。一方,CC 57や M26EMLA/マ ル
バカイドウは さんさ'を生産するには適した樹勢で,側
枝が極端に強大化することもなく,栽培しやすい樹形にな
り,当初の目的であった `さ んさ'の樹勢衰弱防止は達成
できたと考えられる。

4 ま と め

`さんさ'の樹勢を維持するための台木として,CG 57
とM26EMLA/マ ルバカイドゥが適当であった。
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当年収量 累計収量 掛横断面積 収量肺1  樹冠容積 1逃勤率2
llg/粉  (ζ /織 ) (め   他/0   (r) (V励

CC a/マルバ  135   698 680   020   278
498   038   196
485   043   207

CC `7      188   896

ll ttE/マルバ  208   826

049
096
1 00

CC 5,

ll "E/マルバ

169   76
280  137
25 9   9 1

170  232  27
19 7  15 3   1 3

183  104   0 5

1果重はM26EMLA/マ ルバカイドウ台樹が CG 24
/マルバカイドゥ台樹よりも大きい傾向であった。おおむ
ね各台木とも200g～260gの範囲で変動しており,樹齢 4
年生から9年生までの 1果重の平均は各台木とも210g前
後となり,`さ んさ'の 1果重として平均的な大きさであっ
た (図 4,表 3)。
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